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履 歴 書 
 

令和8年3月18日現在 

 

ふりがな  た く   か  な  こ  

氏 名  宅   香 菜 子 

現在の身分  ミシガン州 オークランド大学 心理学部 プロフェッサー 

勤務先 

住所 

 Department of Psychology, Oakland University, Pryale Hall 123 

 Rochester, MI 48309-4401 U.S.A. 

 Tel: +1-248-370-2309 

 Fax: +1-248-370-4612 

E-mail  taku@oakland.edu 

 

 

学         歴 

年   月              事    項 

平成 3年 3月 

平成 4年 4月 

平成 8年 3月 

平成 8年 4月 

平成10年 3月 

平成10年 4月 

平成14年 4月 

平成17年 3月 

私立茗溪学園高等学校卒業 

神戸大学教育学部初等教育学科教育心理学専修入学 

神戸大学教育学部初等教育学科教育心理学専修卒業 

千葉大学大学院教育学研究科(修士課程)学校教育専攻教育心理学分野入学 

千葉大学大学院教育学研究科(修士課程)学校教育専攻教育心理学分野修了 

名古屋大学大学院教育発達科学研究科(博士課程後期)発達臨床学専攻入学 

名古屋大学大学院教育発達科学研究科研究生 

名古屋大学大学院教育発達科学研究科研究生博士学位（心理学）取得にて修了 

学         位 

平成10年 3月 

 

平成17年 3月 

修士（千葉大学，教育学） 

「ストレス対処方略が青年の適応感・充実感に及ぼす影響」 

博士（名古屋大学，心理学） 

「ストレス体験をきっかけとした青年の成長に関する研究」 
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職         歴 

年   月                        事     項 

平成10年  9月 

平成10年  9月 

平成11年  4月 

平成11年  4月 

平成11年  4月 

平成11年  4月 

平成12年  4月 

平成12年  4月 

平成13年  4月 

平成13年 10月 

平成14年  4月 

平成14年  4月 

平成15年  4月 

平成15年 12月 

平成17年  5月 

平成18年  8月 

平成20年  8月 

平成26年  8月 

令和 2年  8月 

名古屋市立川名中学校非常勤「心の教室」相談員       平成11年8月まで 

名古屋大学教育学部ティーチング・アシスタント          平成11年9月まで 

名古屋市子ども適応相談センター非常勤セラピスト       平成13年3月まで 

愛知医科大学医学部附属病院神経・精神科 非常勤臨床心理士 平成14年3月まで 

東海医療工学専門学校非常勤講師              平成13年8月まで 

名古屋市立名東高等学校非常勤スクールカウンセラー      平成15年3月まで 

愛知県立岩津高等学校非常勤スクールカウンセラー       平成14年3月まで 

愛知県立愛知看護専門学校非常勤講師            平成12年7月まで 

名古屋市精神保健福祉センター非常勤臨床心理技術者     平成14年3月まで 

名古屋市精神保健福祉センター思春期家族教室非常勤講師   平成14年1月まで 

名古屋市立山田中学校非常勤スクールカウンセラー       平成15年3月まで 

東海医療福祉専門学校非常勤講師              平成15年3月まで 

東京都板橋区立板橋第三中学校非常勤スクールカウンセラー   平成17年3月まで 

立正大学心理臨床センター非常勤相談員            平成17年3月まで 

ノースカロライナ大学シャーロット校心理学部客員研究員     平成20年5月まで 

ノースカロライナ大学シャーロット校非常勤講師               平成20年5月まで 

オークランド大学心理学部アシスタントプロフェッサー     平成26年7月まで 

オークランド大学心理学部アソシエイトプロフェッサー      令和2年7月まで 

オークランド大学心理学部プロフェッサー                    現在に至る 

他 

平成28年 

平成29年 

早稲田大学 客員研究員（平成28年1月5日から6月30日まで） 

日本大学人文科学研究所 客員研究員（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで） 
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学会，社会における活動等 

年   月                        事     項 

平成 8年 4月 

平成 9年 4月 

平成 9年 4月 

平成11年 4月 

平成12年 4月 

平成14年12月 

平成16年 3月 

平成18年 3月 

平成18年 8月 

平成20年 11月 

平成22年 3月 

平成22年 10月 

平成24年 10月 

平成28年 2月 

平成28年 12月 

令和2年  2月 

平成19年 10月 

平成19年 11月 

平成20年 9月 

平成21年 8月 

平成21年 8月 

平成21年 11月 

平成22年 2月 

平成22年 9月 

 

平成22年 10月 

平成22年 12月 

平成23年 4月 

平成23年 8月 

平成23年 9月 

 

平成23年 12月 

平成25年 5月 

 

日本教育心理学会会員                   （平成21年7月まで） 

日本健康心理学会会員                   （平成21年7月まで） 

日本心理学会会員                     （令和２年３月まで） 

日本心理臨床学会員                    （令和８年１月まで） 

日本臨床心理士会会員                      現在に至る 

東京都臨床心理士会会員                     現在に至る 

International Network on Personal Meaning          （平成20年3月まで） 

Association for Psychological Science             （平成19年3月まで） 

International Society for Traumatic Stress Studies       （平成26年3月まで） 

日本トラウマティック・ストレス学会会員            （平成29年3月まで） 

American Psychological Association (APA)               現在に至る 

Michigan Academy of Science, Arts and Letters         （平成27年3月まで） 

Midwestern Psychological Association (MPA)                          現在に至る 

日本いのちの教育学会会員                 （平成31年3月まで） 

日本学校メンタルヘルス学会会員              （平成31年3月まで） 

Society for Personality and Social Psychology                  （令和6年3月まで） 

学会誌「International Counseling Psychology Conference」査読担当    現在に至る 

機関誌「Journal of Traumatic Stress」査読担当            現在に至る 

機関誌「Anxiety, Stress, and Coping」査読担当            現在に至る 

機関誌「Disability and Rehabilitation」査読担当            現在に至る 

機関誌「American Journal of Orthopsychiatry」査読担当        現在に至る 

機関誌「Psycho-Oncology」査読担当                現在に至る 

機関誌「BioPsychoSocial Medicine」査読担当            現在に至る 

機関誌「Personality and Individual Differences」編集委員会メンバー＆査読担当 

現在に至る 

機関誌「Humor」査読担当                    現在に至る 

機関誌「Journal of Social and Clinical Psychology」査読担当           現在に至る 

機関誌「Journal of Family Issues」査読担当             現在に至る 

機関誌「感情心理学研究」査読担当                             現在に至る 

機関誌「Disability Studies Quarterly」査読担当            現在に至る 

 

機関誌「Hellenic Journal of Psychology」査読担当          現在に至る 

機関誌「Japanese Psychological Research」査読担当          現在に至る 
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平成25年 10月 

平成25年 10月 

平成25年 11月 

平成26年 1月 

平成27年 4月 

平成27年 4月 

平成28年 5月 

平成28年 6月 

平成28年 6月 

平成28年 7月 

平成28年 10月 

平成29年 8月 

 

平成29年 9月 

平成29年 10月 

平成29年 11月 

平成30年 11月 

平成31年 5月 

 

令和元年  9月 

令和2年   9月 

令和3年  6月 

 

令和3年  6月 

 

令和3年  6月 

令和4年  1月 

令和5年  1月 

令和6年  6月 

令和7年  5月 

機関誌「心理学研究」査読担当                   現在に至る 

機関誌「Stress & Health」査読担当                        現在に至る 

機関誌「Journal of Applied Developmental Psychology」査読担当    現在に至る 

機関誌「Journal of Cross-Cultural Psychology」査読担当            現在に至る 

機関誌「Child and Adolescent Psychiatry and Mental Health」査読担当  現在に至る 

機関誌「International Journal of Psychology」査読担当         現在に至る 

機関誌「Psychiatry Research」査読担当               現在に至る 

機関誌「心理学評論」査読担当                  現在に至る 

機関誌「Clinical Psychology Review」査読担当            現在に至る 

機関誌「Death Studies」査読担当                       現在に至る 

機関誌「Journal of Loss and Trauma」編集委員会メンバー＆査読担当 現在に至る  

機関誌「Psychological Trauma: Theory, Research, Practice, and Policy」査読担当  

                                                       現在に至る 

機関誌「Journal of Anxiety Disorders」査読担当                   現在に至る 

機関誌「Journal of Consulting and Clinical Psychology」査読担当      現在に至る 

機関誌「Journal of Adolescence」査読担当                          現在に至る 

機関誌「Psychological Assessment」査読担当                        現在に至る 

機関誌「Behavioral Sciences」心的外傷後成長及び幻想の成長：理論と実践に関する

特集号の編集担当 

機関誌「Journal of Personality」査読担当                           現在に至る 

機関誌「Review of General Psychology」査読担当          現在に至る 

機関誌「International Journal of Sport and Exercise Psychology」査読担当     

                                                            現在に至る 
 

機関誌「Frontiers in Psychology」トラウマ後における情緒機能とトラウマの余波特集

号の編集担当 
 

 

機関誌「Journal of Multidisciplinary Healthcare」査読担当        現在に至る 
 

機関誌「PeerJ」査読担当                     現在に至る 

機関誌「Journal of Loss and Trauma」編集委員長           現在に至る 

 

機関誌「Evolutionary Psychological Science」査読担当        現在に至る 

 

機関誌「Journal of Adult Development」査読担当            現在に至る 
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平成21年 8月    チェコ共和国科学研究費助成金「Czech Science Foundation Grant Proposal」 

                申請書査読担当                          現在に至る 

平成21年 9月    オーストリア共和国科学研究費助成金「Austrian Science Fund (FWF)」       

               申請書査読担当                         現在に至る 

平成21年 9月    イースタンミシガン大学、修士論文の外部査読委員会メンバー 

平成27年 2月    ウィンザー大学，博士学位論文の外部査読委員会メンバー 

平成28年 5月    スウィーンバーン工科大学，博士学位論文の外部査読委員会メンバー 

平成23年 9月    アメリカ国立衛生研究所(NIH), Early Career Reviewer Programのメンバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資      格      等 

年   月                        事     項 

平成 8年 3月 

平成10年 3月 

平成12年 4月 

 

小学校教諭１種免許 

小学校専修免許 

臨床心理士(財団法人日本臨床心理士資格認定協会第8235号) 

 

 

                             上記の通り相違ありません 

   令和8年3月18日                      氏名 宅 香菜子 
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研 究 業 績 一 覧 

  

令和 8年 3 月 18 日現在 
 

 

＜著  書＞ 
 

1. 宅香菜子 （2010）．外傷後成長に関する研究：ストレス体験をきっかけとした青年の変容．風間

書房 

2. 宅香菜子（2014）．悲しみから人が成長するとき：PTG (Posttraumatic Growth)．風間書房 

3. 小塩真司・宅香菜子（2015）．心理学の卒業研究ワークブック：発想から論文完成までの 10 ステ

ージ．金子書房 

4. Tedeschi, R. G., Shakespeare-Finch, J., Taku, K., & Calhoun, L. G. (2018). Posttraumatic growth: 

Theory, Research, and Applications. NY, London: Routledge.  
5. 宅香菜子（2021）．コロナ禍と心の成長―日米における PTG 研究と大学教育の魅力．風間書房 

6. 飯村周平・松井智子・宅香菜子（2022）．ゲーム感覚で身につく論文執筆―「今よりもっと論文

を書く」と決めた研究者へ．風間書房 

7. Tedeschi, R. G., Shakespeare-Finch, J., Taku, K., & Moore, B. A. (2025). Posttraumatic growth: Theory, 

Research, and Applications. 2nd Edition. NY, London: Routledge. 

 

 

＜編 著 書＞ 
 

1. 宅香菜子（2016）．ＰＴＧの可能性と課題．金子書房 

2. 荒井弘和・武田大輔・宅香菜子（2024）．３９人の言の葉ーあの時、こころに響いたのは理由が

ある．杏林書院 

3. Taku, K., & Shackelford, T. K. (2024). The Routledge International Handbook of Changes in Human 

Perceptions and Behaviors. NY: Routledge. 

 

 

＜翻 訳 書＞ 
 

1. 宅香菜子・清水研 (2014). 心的外傷後成長ハンドブック：耐え難い体験が人の心にもたらすも

の．医学書院 
 

＜章，分担執筆等＞ 
 

1. Taku, K. (2010). Posttraumatic growth in Japan: A path toward a better understanding of culture-

constant and culture-specific aspects. In T. Weiss & R. Berger (Eds.), Posttraumatic growth and 
culturally competent practice: Lessons learned from around the globe. (pp. 129-145).  Hoboken, N. J: 

John Wiley & Sons. 

2. 宅香菜子 (2012). アメリカにおける PTG 研究：文化的観点から. 近藤卓編著 PTG 心的外傷後

成長：トラウマを超えて 金子書房 

3. Prioleau, P., Pham, T., Anderson, D., Yanagisawa, R., Taku, K., Lobel, M., & Katz, C. (2016). 3/11 

and 9/11: A multifaceted investigation of a survivor exchange program. In J. Shigemura, & R. K. 

Chhem (Eds.), Mental health and social issues following a nuclear accident: The case of 

Fukushima (pp.83-97). Springer. 
4. 宅香菜子・廣岡佳代（2021）．心的外傷後成長（ＰＴＧ）とは．秋山美紀・島井哲志・前野隆司編 

看護のためのポジティブ心理学 (pp.253-273). 医学書院 

5. Dominick, W., Mulhem, E., & Taku, K. (2021). Posttraumatic growth and resiliency associated with 

medical mishaps in residents. In M. Shabahang, M. Hunsinger, & B, Lang. (Eds.), Promoting resiliency 
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and wellness among physician residents. Cognella Academic Publishing.   
6. Pado, K., & Taku, K. (2021). Posttraumatic growth among female survivors and male perpetrators of 

domestic violence. In T. Shackelford (Ed.), The SAGE Handbook of Domestic Violence. SAGE 

Publishing.  

7. Dominick, W., & Taku, K. (2023). Application of a theoretical model of posttraumatic growth to 

distinguish between posttraumatic growth and illusory growth. In R. Berger (Ed.), The Routledge 

International Handbook of Posttraumatic Growth. Routledge.  

8. Elam, T, O’Brien, C., & Taku, K. (2023). PTG and resilience in relation to racial discrimination, ethnic 

differences and perceptions toward mental disorders. In R. Berger (Ed.), The Routledge International 

Handbook of Posttraumatic Growth. Routledge.  
9. Elam, T., Madison, J., & Taku, K. (2024). Changes in narrative identity: Desistance of antisocial 

behavior and posttraumatic growth. In K. Taku & T. Shackelford (Eds.), The Routledge International 

Handbook of Changes in Human Perceptions and Behaviors. NY: Routledge. 

 

 

＜分担執筆翻訳書＞ 
 

1. 宅香菜子 (2014). 家族関係：子安増生・二宮克美（監訳）青年期発達百科事典編集委員会編集 

青年期発達百科事典第 2 巻人間・社会・文化(pp. 68-81). 丸善出版. Martin, M.J., Bascoe, S. M., 

& Davies, P. T. (2011). Family Relationships. In B. B. Brown & M. J. Prinstein (Eds.), Encyclopedia 

of Adolescence, Vol. 2, Interpersonal and Sociocultural Factors (pp.84-94). Elsevier. 

 
 

＜学術論文＞ 
 

1. 宅香菜子 (2004). 高校生における「ストレス体験と自己成長感をつなぐ循環モデル」の構築−自

我の発達プロセスのさらなる理解にむけて− 心理臨床学研究, 22, 181-186． 

2. 宅香菜子 (2005). ストレスに起因する自己成長感が生じるメカニズムの検討−ストレスに対する

意味の付与に着目して− 心理臨床学研究, 23, 161-172. 

3. Taku, K., Calhoun, L. G., Tedeschi, R. G., Gil-Rivas, V., Kilmer, R. P., & Cann, A. (2007). 

Examining posttraumatic growth among Japanese university students. Anxiety, Stress, & Coping, 

20, 353-367. 

4. Taku, K., Cann, A., Calhoun, L. G., & Tedeschi, R. G. (2008). The factor structure of the 

Posttraumatic Growth Inventory: A comparison of five models using confirmatory factor analysis. 

Journal of Traumatic Stress, 21, 158-164. 

5. Taku, K., Calhoun, L. G., Cann, A., & Tedeschi, R. G. (2008). The role of rumination in the 

coexistence of distress and posttraumatic growth among bereaved Japanese university students. 

Death Studies, 32, 428-444. 
6. Kilmer, R. P., Gil-Rivas, V., Tedeschi, R. G., Cann, A., Calhoun, L. G., Buchanan, T., & Taku, K. (2009). 

Use of the revised Posttraumatic Growth Inventory for Children (PTGI-C-R). Journal of Traumatic 
Stress, 22, 248-253. 

7. Taku, K., Cann, A., Tedeschi, R. G., & Calhoun, L. G. (2009). Intrusive versus deliberate 

rumination in posttraumatic growth across U.S. and Japanese samples. Anxiety, Stress, & Coping, 

22, 129-136. 
8. Taku, K., Tedeschi, R. G., Cann, A., & Calhoun, L. G. (2009). The culture of disclosure: Effects of 

perceived reactions to disclosure on posttraumatic growth and distress in Japan. Journal of Social and 
Clinical Psychology, 29, 1226-1243. 

9. Cann, A., Calhoun, L. G., Tedeschi, R. G., Taku, K., & Vishnevsky, T. (2010). A short form of the 

Posttraumatic Growth Inventory. Anxiety, Stress, & Coping, 23, 127-137. 

10. Cann, A., Stilwell, K., Taku, K. (2010). Humor styles, positive personality and health. European 
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Journal of Psychology, 3, 213-235. 
11. Taku, K. (2011). Commonly-defined and individually-defined posttraumatic growth in the U.S. and 

Japan. Personality and Individual Differences, 51, 188-193. 

12. Taku, K., Kilmer, R. P., Cann, A., Tedeschi, R. G., & Calhoun, L. G. (2012). Exploring posttraumatic 

growth in Japanese youth. Psychological Trauma: Theory, Research, Practice, and Policy, 4, 411-419. 

13. Taku, K. (2013). Posttraumatic growth in American and Japanese men: Comparing levels of growth 

and perceptions of indicators of growth. Psychology of Men and Masculinity, 14, 423-432. 

14. Taku, K., & Cann, A. (2014). Cross-national and religious relationships with posttraumatic growth: The 

role of individual differences and perceptions of the triggering event. Journal of Cross-Cultural 
Psychology, 45, 601-617. 

15. Taku, K. (2014). Relationships among Perceived Psychological Growth, Resilience and Burnout in 

Physicians. Personality and Individual Differences, 59, 120-123.  

16. Taku, K., Tedeschi, R. G., & Cann, A. (2015). Relationships of posttraumatic growth and stress 

responses in bereaved young adults. Journal of Loss and Trauma, 20, 56-71. 

17. Taku, K., & Oshio, A. (2015). An item-level analysis of the Posttraumatic Growth Inventory: 

Relationships with an examination of core beliefs and deliberate rumination. Personality and Individual 
Differences, 86, 156-160.  

18. 林麻由・市井雅哉・宅香菜子・富永良喜（2015）外傷体験についての思考・自己開示・聞き手の応

答がトラウマ反応及び外傷後成長に及ぼす影響．トラウマティック・ストレス, 13, 51-59. 

19. Taku, K., & McDiarmid, L. (2015). Personally important posttraumatic growth in adolescents: The 

effect on self-esteem beyond commonly defined posttraumatic growth. Journal of Adolescence, 44, 224-

231. doi: 10.1016/j.adolescence.2015.08.001. 

20. Taku, K., Cann, A., Tedeschi, R. G., & Calhoun, L. G. (2015). Core beliefs shaken by an earthquake 

correlate with posttraumatic growth. Psychological Trauma: Theory, Research, Practice, and Policy, 7, 

563-569. 

21. Matsui, T., & Taku, K. (2016). A review of posttraumatic growth and help-seeking behavior in cancer 

survivors: Effects of distal and proximate culture. Japanese Psychological Research, 58, 142-162. 
22. Eckleberry-Hunt, J., Kirkpatrick, H., Taku, K., Hunt, R., & Vasappa, R. (2016). Relationship between 

physicians' work lives and happiness. Southern Medical Journal, 109, 207-212. 

23. Anderson, D., Prioleau, P., Taku, K., Naruse, Y., Sekine, H., Maeda, M., Yabe, H., Katz, C., & 

Yanagisawa, R. (2016). Post-traumatic stress and growth among medical student volunteers after the 

March 2011 Disaster in Fukushima, Japan: Implications for student involvement with future disasters. 

Psychiatric Quarterly, 87, 241-251. doi:10.1007/s11126-015-9381-3 
24. Oshio, A., Mieda, T., & Taku, K. (2016). Younger people, and stronger effects of all-or-nothing thoughts 

on aggression: Moderating effects of age on the relationships between dichotomous thinking and 

aggression. Cogent Psychology, 3:1244874. doi. 10.1080/23311908.2016.1244874  
25. McDiarmid, L., & Taku, K. (2017). Family valued and personally important posttraumatic growth in 

American and Japanese adolescents. Journal of Child and Family Studies, 26, 357-369. doi: 

10.1007/s10826-016-0565-8 
26. Eckleberry-Hunt, J., Kirkpatrick, H., & Taku, K. (2017). Self-report study of predictors of physician 

wellness, burnout, and quality of patient care. Southern Medical Journal, 110, 244-248. doi: 

10.14423/SMJ.0000000000000629  

27. Taku, K., Cann, A., Tedeschi, R. G., & Calhoun, L. G. (2017). Psychoeducational intervention program 

about posttraumatic growth for Japanese high school students. Journal of Loss and Trauma, 22, 271-

282. doi: 10.1080/15325024.2017.1284504 
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presented at Maryland’s 35th Annual Suicide Prevention Conference, Connecting to Hope. Maryland 

Department of Health and University of Maryland School of Medicine [synchronous online], US. 

 
＜国際会議発表論文：ポスター発表及び口頭発表＞ 

 

1. Taku K., Calhoun, L. G., Tedeschi, R. G., & Cann, A. (2006, 5 月). Self-disclosure of stressful 

experiences correlates with growth in Japanese university students. Poster session presented at the 

18th Annual Convention of the Association for Psychological Science (APS), New York, NY. 

2. Taku K., Calhoun, L. G., Tedeschi, R. G., Cann, A., Kilmer, R. P., & Gil-Rivas, V. (2006, 8 月). 

Posttraumatic growth and cognitive processing in Japanese university students. Poster session 

presented at the 114th Convention of the American Psychological Association (APA), 52-

International Psychology Division, New Orleans, LA. 

3. Taku K., Calhoun, L. G., Tedeschi, R. G., Kilmer, R. P., Gil-Rivas, V., & Cann, A. (2006, 11 月). 

Recipients' responsiveness correlates with posttraumatic growth in Japanese university students. 

Poster session presented at the 22nd Annual of the International Society for Traumatic Stress 

Studies Meeting (ISTSS), Hollywood, LA. 

4. Taku, K., Cann, A., Calhoun, L. G., Tedeschi, R. G., & Lindstrom, C. (2007, 11 月). Willingness 

to disclose, posttraumatic growth, and rumination in Japanese students. Poster session presented 

at the 23rd annual meeting of the International Society for Traumatic Stress Studies (ISTSS), 

Baltimore, MD. 

5. Taku, K., Kilmer, R. P., Tedeschi, R. G., & Calhoun, L. G. (2007, 11 月). Using school 

programming to help Japanese youth recognize posttraumatic growth. Poster session presented at 

the 23rd annual meeting of the International Society for Traumatic Stress Studies (ISTSS), 

Baltimore, MD. 

6. Taku, K., Calhoun, L. G., Kilmer, R. P., & Tedeschi, R. G. (2008, 3 月). Post-traumatic growth 

and non-traumatic growth in Japanese youth. Paper session presented at the 54th annual meeting 

of the Southeastern Psychological Association (SEPA), Charlotte, NC. 

7. Taku, K., Vishnevsky, T., Cann, A., Kilmer, R. P., Tedeschi, R. G., & Calhoun, L. G. (2008, 8 月). 

Perceived responsibility correlates with posttraumatic growth in Japanese youth. Poster session 

presented at the 116th annual convention of the American Psychological Association (APA), 52 – 

International Psychology Division, Boston, MA. 

8. Vishnevsky, T., Lindstrom, C. M., Cann, A., Tedeschi, R. G., Calhoun, L. G., & Taku, K. (2008, 8

月). Core beliefs inventory: Effects of trauma on assumptive world beliefs. Poster session 

presented at the 116th annual convention of the American Psychological Association (APA), 56 – 

Trauma Psychology Division, Boston, MA. 

9. Taku, K., Cann, A., Calhoun, L. G., & Tedeschi, R. G. (2008, 11 月). Testing the factorial 

equivalencies of the rumination items across a U.S. and Japanese samples. Poster session 

presented at the 24th annual meeting of the International Society for Traumatic Stress Studies 



 15 

(ISTSS), Chicago, IL. 

10. Taku, K., Andreski, S. R., & Kilmer, R. P. (2009, 3 月). Perceived competence correlates with 

posttraumatic growth in Japanese adolescents. Poster session presented at the 115th Michigan 

Academy of Science, Arts, & Letters Annual Meetings, Detroit, MI. 

11. Kelley, J. M., Clark, C. R., Gambino, M. L., Maguire, K. L., Taku, K., & Stewart, R. B. (2009, 5

月). Effects of savoring and psychological well-being on satisfaction with life. Poster session 

presented at the 21st Annual Convention of the Association for Psychological Science (APS), San 

Francisco, CA. 

12. Taku, K., Kilmer, R. P., & Trevorrow, B. N. (2009, 8 月). Association between event-related 

rumination and posttraumatic growth in Japanese youth. Poster session presented at the 117th 

annual convention of the American Psychological Association (APA), 56 – Trauma Psychology 

Division, Toronto, Canada. 

13. Taku, K., Kilmer, R. P., & Phillips, M.S. (2009, 11 月). Assessing concordance between student 

and teacher ratings of posttraumatic growth in Japanese youth. Poster session presented at the 25th 

annual meeting of the International Society for Traumatic Stress Studies (ISTSS), Atlanta, GA. 

14. Taku, K., & Phillips, M. S. (2009, 11 月). Frequencies of posttraumatic growth experiences 

among Japanese university students. Poster session presented at the 25th annual meeting of the 

International Society for Traumatic Stress Studies (ISTSS), Atlanta, GA. 

15. Lewitzke, K., LaFramboise, A., & Taku, K. (2010, 3 月). Cross-cultural examination in posttraumatic 

growth: Comparison of parental divorce verses loss of immediate family member. Paper presented at 

the 116th Michigan Academy of Science, Arts, & Letters Annual Meetings, Grand Rapids, MI. 

16. Wrobel, N. C., & Taku, K. (2010, 3 月). Predicting structural equation modeling use through article 

characteristics. Paper presented at the 116th Michigan Academy of Science, Arts, & Letters Annual 

Meetings, Grand Rapids, MI. 

17. Phillips, M., & Taku, K. (2010, 8 月). Domains of posttraumatic growth correlates with changes in 

alcohol use. Poster session presented at the 118th annual convention of the American Psychological 

Association (APA), 56 – Trauma Psychology Division, San Diego, CA. 

18. Taku, K., Callan, S. P., & Phillips, M. (2010, 8 月). Faith, age, and stress associates with spirituality of 

posttraumatic growth. Poster session presented at the 118th annual convention of the American 

Psychological Association (APA), 67 – Religion Division, San Diego, CA. 

19. Taku, K., Rogers, L., Butler, T. C., Yanos, B. R., & Callan, S. P. (2011, 3 月). Exploring posttraumatic 

growth: Do additional domains exist? Paper presented at the 117th Michigan Academy of Science, Arts, 

& Letters Annual Meetings, Saginaw, MI. 

20. Taku, K., Yanos, B. R., Pierson, V. J. (2011, 3 月). Posttraumatic growth varying in event type: A cross-

cultural study. Paper presented at the 117th Michigan Academy of Science, Arts, & Letters Annual 

Meetings, Saginaw, MI. 

21. Taku, K., Pierson, V. J., Callan, S. P., & Butler, T. C. (2011, 8 月). Gender and cross-cultural differences 

in personal strength: Roles of optimism and self-defined growth. Poster session presented at the 119th 

annual convention of the American Psychological Association (APA), 1 – Society for General 

Psychology Division, Washington, DC. 

22. Taku, K., Rogers, L., Yanos, B. R., & Callan, S. P. (2011, 8 月). Social encouragement for growth 

correlates with posttraumatic growth among bereaved college students. Poster session presented at the 

119th annual convention of the American Psychological Association (APA), 56 – Trauma Psychology 

Division, Washington, DC.  

23. Eckleberry-Hunt, J., Kirkpatrick, H., Taku, K., Hunt, R., Vasappa, R., & Essian, J. (2012 年, 4 月). What 

makes a physician well: Development of the Physician Wellness Inventory. Paper presented at the 45th 

Society of Teachers of Family Medicine (STFM) annual spring conference, Seattle, WA. 

24. Taku, K., Pierson, V. J., & Sawa, M. S. (2012 年，8 月). Subjective definitions of growth and 

religions correlate with posttraumatic growth. Poster session presented at the 120th annual convention 

of the American Psychological Association (APA), 56 – Trauma Psychology Division, Orlando, FL. 



 16 

25. Taku, K. (2012 年, 11 月). Posttraumatic Growth. Keynote speech was presented at the 

interdisciplinary, cross-cultural, social service exchange conference, “Trauma, Resiliency, & Kokoro 

wo hiraku,” Chicago, IL. 

26. Taku, K. (2013 年，5 月). Within-individual variability as an index of posttraumatic growth. Poster 

session presented at the 85th annual meeting of the Midwestern Psychological Association, Chicago, IL. 

27. Taku, K., Thomas, I., Elam, S. G., & McGuire, K. L. (2013，5 月). Linguistic variances associated with 

psychological growth: Effect of collectivistic and individualistic climates. Poster session presented at 

the 85th annual meeting of the Midwestern Psychological Association, Chicago, IL. 

28. Taku, K., Elam, S. G., & Sawa, M. S. (2013, 11 月). Influence of resilience and posttraumatic growth 

on burnout in healthcare physicians. Poster session presented at the 29th annual meeting of the 

International Society for Traumatic Stress Studies (ISTSS), Philadelphia, PA. 

29. Britton, M., McGuire, K., LaLonde, L., & Taku, K. (2014, 2 月). The combined role of gender and 

religiosity on the self-esteem of American adolescents. Poster session presented at the 120th Michigan 

Academy of Science, Arts, & Letters Annual Meetings, Rochester, MI. 

30. Elam, S., McGuire, K., & Taku, K. (2014, 2 月). Cross-cultural comparisons of the awareness of 

posttraumatic growth on positive psychological change among American and Japanese adolescents. 

Poster session presented at the 120th Michigan Academy of Science, Arts, & Letters Annual Meetings, 

Rochester, MI. 

31. Taku, K., McGuire, K., & Elam, S. G. (2014, 8 月). Effects of priming the shared traumatic experiences 

on posttraumatic growth. Poster session presented at the 122nd annual convention of the American 

Psychological Association (APA), 1 – General Psychology Division, Washington, DC (Raymond 

Corsini Student Poster Award). 

32. Taku, K., Tedeschi, R. G., Cann, A., & Calhoun, L. G. (2014, 8 月). Core beliefs, rumination, and 

posttraumatic growth resulting from the earthquake in Japan. Poster session presented at the 122nd 

annual convention of the American Psychological Association (APA), 56 – Trauma Division, 

Washington, DC (Outstanding Poster Award). 

33. Tedeschi, R. G., Taku, K., Cann, A., & Calhoun, L. G. (2014, 8 月 ). Spiritual and existential 

posttraumatic growth in Japan and in the United States. Poster session presented at the 122nd annual 

convention of the American Psychological Association (APA), 67 – Religion Division, Washington, DC. 

34. Anderson, D., Prioleau, P., Andoh, S., Naruse, Y., Sekine, H., Taku, K., Yanagisawa, R., & Katz, C. 

(2015, 5 月). Post-traumatic stress responses and growth among medical students in Fukushima, Japan 

after the Great East Japan Earthquake of 2011. Poster session presented at the 168th annual meeting of 

American Psychiatric Association (APA), Toronto. 

35. Prioleau, P., Anderson, D., Taku, K., Katz, C., & Yanagisawa, R. (2015, 5 月). 3/11 & 9/11: A multi-

faceted investigation of a survivor exchange program. Poster session presented at the 168th annual 

meeting of American Psychiatric Association (APA), Toronto.  

36. Walenski, A., Taku, K., & LaLonde, L. (2015, 8 月). Cross-cultural differences in the relationships 

between hope and posttraumatic growth. Poster session presented at the 123rd annual convention of the 

American Psychological Association (APA), 32 – Humanistic Psychology Division, Toronto. 

37. LaLonde, L., Taku, K., & Walenski, A. (2015, 8 月). Personally important posttraumatic growth as a 

predictor of self-esteem in adolescents. Poster session presented at the 123rd annual convention of the 

American Psychological Association (APA), 1 – General Psychology Division, Toronto. 

38. Dominick, W., Genaw, J., Seyburn, S., & Taku, K. (2016, 5 月). Strength versus compassion: Cultural 

disparities in personal growth. Poster session presented at the 88th annual meeting of the Midwestern 

Psychological Association (MPA), Chicago, IL.  

39. Seyburn, S., Taku, K., Dominick, W., & McDiarmid, L. (2016, 5 月). Social support as a predictor of 

posttraumatic growth in adolescents. Poster session presented at the 88th annual meeting of the 

Midwestern Psychological Association (MPA), Chicago, IL.  

40. Walenski, A., & Taku, K. (2016, 5 月). The influence of experiencing multiple stressful events on 

posttraumatic growth. Poster session presented at the 88th annual meeting of the Midwestern 

Psychological Association (MPA), Chicago, IL. 



 17 

41. Iimura, S., & Taku, K. (2016, 7 月). Assessing the current sense of personal growth among Japanese 

middle school children. Poster session [rapid communication] presented at the 31st International 

Congress of Psychology (ICP), Yokohama, Japan. 

42. Kamijo, N., Taku, K., & Yukawa, S. (2016, 7 月). Gender differences in the role of intrusive and 

deliberate ruminations on posttraumatic growth after 3.11. Poster session presented at the 31st 

International Congress of Psychology (ICP), Yokohama, Japan. 

43. Matsui, T., & Taku, K. (2016, 7 月). Association between posttraumatic growth and personality among 

cancer patients in Japan. Poster session presented at the 31st International Congress of Psychology (ICP). 

Yokohama, Japan. 

44. Dominick, W, S., & Taku, K. (2016, 8 月). Gender and age differences in the perception of personal 

growth. Poster session presented at the 124th annual convention of the American Psychological 

Association (APA), 32 – Humanistic Psychology Division, Denver.  

45. McDiarmid, L., & Taku, K. (2016, 8 月). Personally important and family valued posttraumatic growth 

in adolescents. Poster session presented at the 124th annual convention of the American Psychological 

Association (APA), 1 – General Psychology Division, Denver.  

46. Walenski, A., Seyburn, S., McDiarmid, L., & Taku, K. (2016, 8 月). The influence of experiencing 

multiple life stressors following the 3.11 earthquake on posttraumatic growth. Poster session presented 

at the 124th annual convention of the American Psychological Association (APA), 56 – Trauma 

Psychology Division, Denver. 

47. Eckleberry-Hunt, J., Kirkpatrick, H., Taku, K., Hunt, R., & Vasappa, R. (2016, 9 月). Physician wellness 

and happiness in the workplace. Paper presented at the 2016 International Conference on Physical 

Health (ICPH), Boston, MA. 

48. Dominick, W. S., & Taku, K. (2016, 11 月). Individual images of personal growth and posttraumatic 

growth in American youth. Poster session presented at the 32nd annual meeting of the International 

Society for Traumatic Stress Studies (ISTSS), Dallas, TX. 

49. McDiarmid, L., Britton, M., & Taku, K. (2016, 11 月). When does time heal? Perceived stressfulness as 

a moderator of time and posttraumatic growth. Poster session presented at the 32nd annual meeting of 

the International Society for Traumatic Stress Studies (ISTSS), Dallas, TX. 

50. Harrison, L., Moonier, M., Seyburn, S., & Taku, K. (2017 年, 4 月). Are narcissism and posttraumatic 

growth correlated in college students? Poster session presented at the 89th annual meeting of the 

Midwestern Psychological Association (MPA), Chicago, IL. 

51. Osowski, G., Vens, K., Dominick, W., & Taku, K. (2017 年, 4 月). Is religious value associated with 

resilience in a sample of Christian adolescents? Poster session presented at the 89th annual meeting of 

the Midwestern Psychological Association (MPA), Chicago, IL. 

52. Seyburn, S., Osowski, G., Duronio, J., & Taku, K. (2017 年, 4 月). Social support and resilience: 

Predictors of self-esteem in adolescents. Poster session presented at the 89th annual meeting of the 

Midwestern Psychological Association (MPA), Chicago, IL.  

53. Harrison, L. K., Moonier, M., & Taku, K. (2017 年，8 月). A cross-cultural study of narcissism and 

posttraumatic growth. Poster session presented at the 125th annual convention of the American 

Psychological Association (APA), 01 – Society for General Psychology Division, Washington DC. 

54. Iimura, S., & Taku, K. (2017 年, 8 月). Prospective changes in personal growth and resilience during 

transition to high school. Poster session presented at the 125th annual convention of the American 

Psychological Association (APA), 7 – Developmental Psychology Division, Washington, DC. 

55. Iimura, S., & Taku, K. (2017 年，8 月). Transition to high school: What are the positive personality 

changes related to personal growth? Poster session presented at the 125th annual convention of the 

American Psychological Association (APA), 8 – Society for Personality and Social Psychology Division, 

Washington, DC. 

56. Moonier, M. R., Harrison, L., Taku, K., & Iimura, S. (2017, 8 月). Cross-cultural perceptions of death 

in Japanese and American undergraduates. Poster session presented at the 125th annual convention of 

the American Psychological Association (APA), 36 – Psychology of Religion and Spirituality Division, 

Washington, DC.  



 18 

57. Nakamura, T., Tsuchiya, H., & Taku, K. (2017 年，8 月). The feature of posttraumatic growth specialized 

after an athletic injury. Poster session presented at the 125th annual convention of the American 

Psychological Association (APA), 47 – Society for Sport, Exercise & Performance Psychology Division, 

Washington, DC. 

58. Taku, K., & Oshio, A. (2017 年, 8 月). Moderation effects of religiosity and dichotomous thinking on 

self-esteem among American adolescents. Poster session presented at the 125th annual convention of the 

American Psychological Association (APA), 36 – Psychology of Religion and Spirituality Division, 

Washington, DC. 

59. Walenski, A. M., Seyburn, S., Harrison, L., & Taku, K. (2017, 8 月). The importance of attributing 

eventes to posttraumatic changes in adolescents. Poster session presented at the 125th annual convention 

of the American Psychological Association (APA), 56 – Trauma Psychology Division, Washington, DC. 

60. Dominick, W., Kopitz, J., & Taku, K. (2018, 4 月). Cross-cultural differences in perceptions of death in 

Japanese and American undergraduates. Poster session presented at the Evolutionary Perspectives on 

Death Conference, Rochester, MI. 

61. Harrison, L. K., Kopitz, J., & Taku, K. (2018, 4 月). Which dimensions of narcissism are influential in 

reporting posttraumatic growth? Poster session presented at the 90th annual meeting of the Midwestern 

Psychological Association (MPA), Chicago, IL. 

62. Kopitz, J., Marton, V., & Taku, K. (2018, 4 月). Examining the relationship between the Dark Triad and 

posttraumatic growth. Poster session presented at the 90th annual meeting of the Midwestern 

Psychological Association (MPA), Chicago, IL.  

63. Marton, V., Vens, K., & Taku, K. (2018, 4月). Personality traits and importance of nationality: Indicators 

of cultural adaptation? Poster session presented at the 90th annual meeting of the Midwestern 

Psychological Association (MPA), Chicago, IL. 

64. Nicholas, A., Duronio, J., & Taku, K. (2018, 4 月). Counter-intuitive impact of academic stressors on 

posttraumatic growth in bereaved college students. Poster session presented at the 90th annual meeting 

of the Midwestern Psychological Association (MPA), Chicago, IL. 

65. Kayano, A., Yamazaki, M., Taku, K., Sakai, R., Higo, N., Asano, M., Hosokawa, T., Kawase, M., & 

Fukui, M. (2018, 6 月). Factors affecting long-term healthy behaviors and posttraumatic growth in Type 

2 diabetes patients. Poster session presented at the American Diabetes Association’s 78th Scientific 

Sessions, Orlando, FL.  

66. Duronio, J. M., Nicholas, A., & Taku, K. (2018, 8 月). Impactful life events and combined stressors 

related to posttraumatic growth. Poster session presented at the 126th annual convention of the American 

Psychological Association (APA), 08 – Personality and Social Division, San Francisco, CA.  

67. Duronio, J. M., Taku, K., & McLarnon, M. (2018, 8 月). Resiliency, posttraumatic growth, and growth 

motivation. Poster session presented at the 126th annual convention of the American Psychological 

Association (APA), 19 – Military Division, San Francisco, CA.   

68. Harrison, L. K., Marton, V., & Taku, K. (2018, 8 月 ). How narratives of authentic and illusory 

posttraumatic growth are perceived. Poster session presented at the 126th annual convention of the 

American Psychological Association (APA), 01 – General Psychology Division, San Francisco, CA.  

69. Kopitz, J., Harrison, L., & Taku, K. (2018, 8 月). The influence of dark triad personality traits on 

perceived trauma. Poster session presented at the 126th annual convention of the American 

Psychological Association (APA), 08 – Personality and Social Division, San Francisco, CA. 

70. Kopitz, J., Marton, V., & Taku, K. (2018, 8 月). The relationship between the Dark Triad and PTG 

resulting from interpersonal stressors. Poster session presented at the 126th annual convention of the 

American Psychological Association (APA), 08 – Personality and Social Division, San Francisco, CA. 

71. Kashihara, J., Yamakawa, I., Kameyama, A., Muranaka, M., Harrison, L., Dominick, W., Marton, V., 

Nicholas, A., Taku, K., & Sakamoto, S. (2018, 9 月). Cross-cultural differences in perceptions of modern 

and traditional types depression between Japan and the United States. Poster session presented at the 

Australian Psychological Society Congress (APS), Sydney, Australia. 

72. Nicholas, A. E., Rothig, O., & Taku, K. (2019, 3 月). Failure is in the eye of the beholder: Moderating 

effects of subjective failure experiences on psychological outcomes. Poster presented at the Michigan 



 19 

Academy of Science, Arts, & Letters Annual Meetings, Alma College, MI.  

73. Essak, M., Mulhem, E., & Taku, K. (2019, 5 月). Medical mishaps reported by healthcare providers. 

Study presented at the 42nd Annual Michigan Family Medicine Research Day Conference, Howell, MI. 

74. Dominick, W., Adams, B., & Taku, K. (2019, 8 月). Impact of dolphins on children’s social support and 

dolphin welfare knowledge. Poster session presented at the 127th annual convention of the American 

Psychological Association (APA), 32 – Humanistic Psychology Division, Chicago, IL.  

75. Dominick, W., & Taku, K. (2009, 8 月). Posttraumatic growth and pets: Does species matter? Poster 

session presented at the 127th annual convention of the American Psychological Association (APA), 32 

– Humanistic Psychology Division, Chicago, IL. 

76. Hiraki, K., Hubarth, M., Taku, K., Kibi, S., Oshiro, R., Soejima, T., & Kamibeppu, K. (2019, 8 月). 

Qualitative analysis of posttraumatic growth and posttraumatic depreciation in Japan. Poster session 

presented at the 127th annual convention of the American Psychological Association (APA), 45 – Culture, 

Ethnicity and Race Division, Chicago, IL.  

77. Kibi, S., Minal, Q., Soejima, T., Oshiro, R., Hiraki, K., Kamibeppu, K., & Taku, K. (2019, 8 月). 

Influences of the type and the experienced form of trauma on posttraumatic growth. Poster session 

presented at the 127th annual convention of the American Psychological Association (APA), 56 – 

Trauma Psychology Division, Chicago, IL. 

78. Kopitz, J., Adams, B., & Taku, K. (2019, 8 月). Dichotomous thinking and self-esteem in adolescents. 

Poster session presented at the 127th annual convention of the American Psychological Association 

(APA), 08 – Personality and Social Psychology Division, Chicago, IL. 

79. Marton, V., Rothig, O., Kibi, S., Oshiro, R., Soejima, T., Kamibeppu, K., Hiraki, K., & Taku, K. (2019, 

8月). Does disclosure moderate the impact of rumination on posttraumatic growth in firefighters? Poster 

session presented at the 127th annual convention of the American Psychological Association (APA), 56 

– Trauma Psychology Division, Chicago, IL.  

80. Nicholas, A. E., Rothig, O., McLarnon, M., & Taku, K. (2019, 8 月). Resiliency moderating the 

relationship between failure and wisdom. Poster session presented at the 127th annual convention of the 

American Psychological Association (APA), 09 – Society for the Psychological Study of Social Issues 

Division, Chicago, IL. 

81. Orille, A., Hubarth, M., & Taku, K. (2019, 8 月). PTG and illusory growth: Gender perceptions of 

different growth types. Poster session presented at the 127th annual convention of the American 

Psychological Association (APA), 08 – Personality and Social Psychology Division, Chicago, IL. 

82. Orille, A., Marton, V., & Taku, K. (2019, 8 月). Relating to others’ trauma: Does relatability affect 

posttraumatic growth? Poster session presented at the 127th annual convention of the American 

Psychological Association (APA), 08 – Personality and Social Psychology Division, Chicago, IL. 

83. Taku, K., & Marton, V. (2019, 8 月). Cross-national comparisons of monetary donations to in-group and 

out-group members. Poster session presented at the 127th annual convention of the American 

Psychological Association (APA), 01 – General Psychology Division, Chicago, IL.  

84. Mulhem, E., Essak, M., & Taku, K. (2019, 11 月). Medical mishaps reported by healthcare providers. 

Poster session presented at the 47th Annual Meeting of NAPCRG (North American Primary Care 

Research Group), Toronto, Ontario, Canada. 

85. Adams, B., Elam, T., O’Brien, C., & Taku, K. (2020, 3 月，学会延期，発表取り下げ). Examining the 

relationship between resilience and optimism. Poster for the Michigan Academy of Science, Arts, & 

Letters Annual Meetings, Lawrence Technological University, MI.  

86. Rothig, O., O’Brien, C., Fraus, K., & Taku, K. (2020, 3 月，学会延期，発表取り下げ). Components 

of posttraumatic growth and their relationships with creativity. Abstract for the Michigan Academy of 

Science, Arts, & Letters Annual Meetings, Lawrence Technological University, MI.  

87. Pado, K., Fraus, K., Mulhem, E., & Taku, K. (2020, 4 月，学会中止). Influences of medical error on 

physicians’ core beliefs.  Poster to be presented at the 92nd Annual Midwestern Psychological 

Association Conference, Chicago, IL.   

88. Rothig, O., O’Brien, C., & Taku, K. (2020, 4 月，学会中止). Extraversion as a predictor of children’s 

perceived growth and creativity. Poster to be presented at the 92nd Annual Midwestern Psychological 



 20 

Association Conference, Chicago, IL. 

89. Lange, M., Stacy, A., Waguri, S., Taku, K., Katz, C., & Yanagisawa, R. (2020, 10 月). Evaluating 

resilience factors among great east Japan earthquake and tsunami survivors in Fukushima. Poster 

presented at the American Public Health Association (APHA), San Francisco, CA.  

90. Benson, K., Nicholas, A., & Taku, K. (2021, 3 月). Overcoming failure to cultivate wisdom: Mediational 

roles of resiliency and posttraumatic growth. Poster presented virtually at the Michigan Academy of 

Science, Arts, & Letters Annual Meetings, Alma College and Andrews University, MI. 

91. O’Brien, C., Rhodes, J., Kaznowski, V., & Taku, K. (2021, 3 月). Anxiety, food disgust, and parenting 

styles: The complex factors associated with avoidant/restrictive food intake disorder. Poster presented 

virtually at the Michigan Academy of Science, Arts, & Letters Annual Meetings, Alma College and 

Andrews University, MI. 

92. Causey, E., O’Brien, C., & Taku, K. (2021, 4 月). Is resilience hiding a dark side? An exploration of 

resilience. Pre-recorded poster presented virtually at the 7th Annual Research Symposium Virtual Event 

of the Michigan School of Psychology sponsored by Psi Chi, MI.  

93. Kaznowski, V., O’Brien, C., & Taku, K. (2021, 4 月). Mechanisms driving the nature and well-being 

relationship. Pre-recorded poster presented virtually at the 7th Annual Research Symposium Virtual 

Event of the Michigan School of Psychology sponsored by Psi Chi, MI. 

94. Benson, K., Rhodes, J., Nicholas, A., & Taku, K. (2021, 4 月). Asymmetrical perceptions of academic 

failure and achievement. Pre-recorded poster presented at the 93rd Annual Midwestern Psychological 

Association Conference, Chicago, IL.  

95. Elam, T., Causey, E., Kaznowski, V., O’Brien, C., & Taku, K. (2021, 4 月). Can undergoing trauma 

make you better at reading emotions in others? Examining the relationship between emotion recognition, 

traumatic events, and posttraumatic growth. Pre-recorded poster presented at the 93rd Annual 

Midwestern Psychological Association Conference, Chicago, IL.  

96. Fraus, K., Burley, E., Baker, N., & Taku, K. (2021, 4 月). Burnout, motivation, and posttraumatic growth 

in medical students. Pre-recorded poster presented at the 93rd Annual Midwestern Psychological 

Association Conference, Chicago, IL.  

97. O’Brien, C., Smith, K., & Taku, K. (2021, 4 月). Anxiety changes from emotional and unemotional 

mass shooting media reports. Pre-recorded poster presented at the 93rd Annual Midwestern 

Psychological Association Conference, Chicago, IL.  

98. O’Brien, C., & Taku, K. (2021, 4 月 ). Racial differences in the perception of modern-type and 

traditional-type depression. Pre-recorded poster presented at the 93rd Annual Midwestern Psychological 

Association Conference, Chicago, IL. 

99. Rhodes, J., Benson, K., Nicholas, A., & Taku, K. (2021, 4 月). Impact of racial discrimination on 

academic motivation and academic achievement. Pre-recorded poster presented at the 93rd Annual 

Midwestern Psychological Association Conference, Chicago, IL.  

100. Matsui, T., & Taku, K. (2021, 5 月). Relationship between posttraumatic growth and help-

seeking behavior in use of psychosocial support services among cancer patients. Poster virtually 

presented at the 22nd World Congress of Psycho-Oncology and Psychosocial Academy (IPOS), Kyoto, 

Japan.    

101. Benson, K., Pado, K., & Taku, K. (2022, 2 月). Differences in perceptions of problematic 

alcohol use. Poster virtually presented at the 23rd Annual Meeting of the Society for Personality and 

Social Psychology (SPSP).  

102. Elam, T., Benson, K., & Taku, K. (2022, 2 月). Are you better at reading people because you’re 

empathetic? Poster virtually presented at the 23rd Annual Meeting of the Society for Personality and 

Social Psychology (SPSP).  

103. Williams, K., Rothig, O., Pado, K., & Taku, K. (2022, 2 月). Health anxiety during the COVID-

19 pandemic. Poster presented in-person at the 23rd Annual Meeting of the Society for Personality and 

Social Psychology (SPSP), San Francisco, CA.  

104. Kaznowski, V., McDonald, D., & Taku, K. (2022, 3 月 ). How do mindfulness and 

connectedness to nature act as mechanisms in the relationship between nature immersion and stress? 
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Poster presented virtually for Michigan Academy of Science, Arts, & Letters Virtual Conference, MI.  

105. Kaznowski, V., Dordeski, L., Dominick, W., & Taku, K. (2022, 4 月). Posttraumatic growth 

and “negative” coping early in the COVID-19 pandemic. Poster presented at the 94th Annual 

Midwestern Psychological Association Conference, Chicago, IL.  

106. Rhodes, J., Williams, K., Teasel, I., & Taku, K. (2022, 4 月). The impact of anxiety on 

xenophobia and discrimination during COVID-19. Poster presented at the 94th Annual Midwestern 

Psychological Association Conference, Chicago, IL.  

107. Elam, T., O’Brien, C., & Taku, K. (2022, 8 月). Examining the rationale behind perceived 

severity of modern and traditional type of depression. Abstract presented in person at the annual 

convention of the American Psychological Association (APA), 08 – Society for Personality and Social 

Psychology Division, Minneapolis, MN. 

108. Lico, M. P., Rhodes, J., Kozak, A. T., & Taku, K. (2022, 8 月). Religion and precautionary 

behavior during a global pandemic. Abstract presented in person at the annual convention of the 

American Psychological Association (APA), 08 – Society for Personality and Social Psychology 

Division, Minneapolis, MN. 

109. Rhodes, J., Williams, K., & Taku, K. (2022, 8 月). Isolation, self-construal, and aversive mental 

health during COVI-19. Abstract presented at the annual convention of the American Psychological 

Association (APA), 08 – Society for Personality and Social Psychology Division, Minneapolis, MN.  

110. Williams, K., Rhodes, J., & Taku, K. (2022, 8月). The role of dichotomous thoughts on aversive 

mental health during the COVID-19 pandemic. Poster presented in person at the annual convention of 

the American Psychological Association (APA), 03 – Society for Experimental Psychology and 

Cognitive Science Division, Minneapolis, MN. 

111. Williams, K., Safo, N., & Taku, K. (2023, 2 月). Diving into conspiracy beliefs: Trauma and 

vaccine hesitancy. Poster virtually presented at the 24th Annual Meeting of the Society for Personality 

and Social Psychology (SPSP).  

112. Dordeski, L, & Taku, K. (2023, 3 月). Being left out: Exclusion and depression as victims and 

perpetrators. Virtually oral presentation was givenat the Michigan Academy of Science, Arts, & Letters 

Hybrid Conference, MI. 

113. Efthemiou, A., Elam, T., & Taku, K. (2023, 3 月). Birds of a feather flock together: Relating to 

others who have lost a grandparent. Virtually oral presentation was given at the Michigan Academy of 

Science, Arts, & Letters Hybrid Conference, MI. 

114. Benson, K., Hicks, P., & Taku, K. (2023, 4 月). I can finally relate: Collective identity and 

posttraumatic growth. Poster presented at the 95th Annual Midwestern Psychological Association 

Conference, Chicago, IL. 

115. Dordeski, L., & Taku, K. (2023, 4 月). Playing both parts: Racial slurs and depression as victims 

and perpetrators. Poster presented at the 95th Annual Midwestern Psychological Association Conference, 

Chicago, IL. 

116. Efthemioiu, A., Elam, T., & Taku, K. (2023, 4 月 ). Just my luck: life after trauma and 

comparative pessimistic outlooks. Poster presented at the 95th Annual Midwestern Psychological 

Association Conference, Chicago, IL. 

117. Elam, T., Efthemioiu, A., & Taku, K. (2023, 4 月). Comparing ourselves to others: Examining 

optimistic outlooks with posttraumatic growth. Poster presented at the 95th Annual Midwestern 

Psychological Association Conference, Chicago, IL. 

118. Qaqish, A., Benson, K., & Taku, K. (2023, 4 月). Contradicting ideas behind posttraumatic 

growth in various levels of narcissism. Poster presented at the 95th Annual Midwestern Psychological 

Association Conference, Chicago, IL. 

119. Safo, N., Williams, K., & Taku, K. (2023, 4 月 ). An epidemic of misinformation: The 

relationship between conspiracy belief and trust in the COVID-19 vaccine. Poster presented at the 95th 

Annual Midwestern Psychological Association Conference, Chicago, IL. 

120. Teasel, I., Hicks, P., & Taku, K. (2023, 4 月). COVID-19 pandemic: Anger, xenophobia, and 

health anxiety of outgroup members. Poster presented at the 95th Annual Midwestern Psychological 
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Association Conference, Chicago, IL. 

121. Teasel, I., Luttrell, L., & Taku, K. (2023, 4 月 ). Effects of gender on xenophobia and 

discrimination during the COVID-19 pandemic. Poster presented at the 95th Annual Midwestern 

Psychological Association Conference, Chicago, IL. 

122. Williams, K., Safo, N., & Taku, K. (2023, 4 月). Thinking about conspiracies: How different 

thinking styles influence conspiracy beliefs. Poster presented at the 95th Annual Midwestern 

Psychological Association Conference, Chicago, IL. 

123. Dordeski, L., Hicks, P., & Taku, K. (2023, 8 月). Both sides of the big five: Victim-perpetrator 

overlap of exclusion, depression, and personality. Abstract to be presented in person at the annual 

convention of the American Psychological Association (APA), Washington, DC. 

124. Efthemioiu, A., Elam, T., & Taku, K. (2023, 8 月 ). Differences in grief experiences: 

Posttraumatic growth, resilience, and the death of a grandparent. Abstract to be presented in person at 

the annual convention of the American Psychological Association (APA), Washington, DC.  

125. Elam, T., & Taku, K. (2023, 8 月). Are you an optimist or pessimist?: How attitudes play a role 

in posttraumatic growth and resilience. Abstract to be presented in person at the annual convention of 

the American Psychological Association (APA), Washington, DC. 

126. Qaqish, A., Benson, K., & Taku, K. (2023, 8 月). The effects of personal identity and narcissism 

on occupational importance. Abstract to be presented in person at the annual convention of the American 

Psychological Association (APA), Washington, DC.  

127. Williams, K. A., Dordeski, L., & Taku, K. (2023, 8 月 ). Exploring personality’s role in 

antisocial behavior and medical distrust. Abstract to be presented in person at the annual convention of 

the American Psychological Association (APA), Washington, DC. 

128. Efthemiou A., Williams, K., & Taku, K. (2024, 2 月 ). Balancing thoughts: The role of 

dichotomous thinking in rumination. Abstract currently under review for Research Spotlight virtual 

presentation at the Annual Convention of the Society for Personality and Social Psychology (SPSP).  

129. Hicks, P., Qaqish, A., & Taku, K. (2024, 2 月). Is it time to quit: The influence of job satisfaction 

and frustration on turnover. Abstract currently under review for Research Spotlight virtual presentation 

at the Annual Convention of the Society for Personality and Social Psychology (SPSP).  

130. Qaqish, A., Hicks, P., & Taku, K. (2024, 2 月). That’s it, I quit! Decision making in a changing 

work environment. Abstract currently under review for Research Spotlight virtual presentation at the 

Annual Convention of the Society for Personality and Social Psychology (SPSP).  

131. Safo, N., Hicks, P., Machuk, E., & Taku, K. (2024, 2 月). Drinking through the lens of 

narcissism: Perceptions of alcohol-related issues and self-comparisons. Abstract currently under review 

for Research Spotlight virtual presentation at the Annual Convention of the Society for Personality and 

Social Psychology (SPSP). 

132. Qaqish, A., Hicks, P., & Taku, K. (2024, 3 月). Quick to quit: The influence of dichotomous 

thinking and workplace resilience on employment turnover. Abstract for virtual oral presentation to be 

given at the Michigan Academy of Science, Arts, & Letters Hybrid Conference, MI. 

133. Elam, T., & Taku, K. (2024, 4 月). Resiliency: Too much or not enough of a “good” thing? Talk 

to be given at the 96th Annual Midwestern Psychological Association Conference, Chicago, IL. 

134. Hicks, P., & Taku, K. (2024, 4 月). Role of guilt in confession behaviors. Poster to be presented 

at the 96th Annual Midwestern Psychological Association Conference, Chicago, IL. 

135. Machuk, A., Madison, J., Hicks, P., & Taku, K. (2024, 4 月). The truth won’t set you free: The 

impact of length of confessions on negative affect. Poster to be presented at the 96th Annual Midwestern 

Psychological Association Conference, Chicago, IL. 

136. Machuk, A., Safo, N., & Taku, K. (2024, 4 月). Humiliation and social support: Influences on 

social anxiety levels. Poster to be presented at the 96th Annual Midwestern Psychological Association 

Conference, Chicago, IL. 

137. Madison, J., Machuk, A., Hicks, P., & Taku, K. (2024, 4 月). “Do you even lift bro?”: The 

difference in narcissism and selfie-taking between weightlifters and non-weightlifting exercisers. Poster 

to be presented at the 96th Annual Midwestern Psychological Association Conference, Chicago, IL. 
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138. Qaqish, A., Efthemiou, A., & Taku, K. (2024, 4 月). I can take it: Life and job satisfaction in 

negative work environments. Poster to be presented at the 96th Annual Midwestern Psychological 

Association Conference, Chicago, IL. 

139. Qaqish, A., Elam, T., & Taku, K. (2024, 4 月). The associations that general life satisfaction 

has with work longevity, workplace resilience, and self-control. Poster to be presented at the 96th Annual 

Midwestern Psychological Association Conference, Chicago, IL. 

140. Safo, N., Machuk, A., & Taku, K. (2024, 4 月). Influential people: Inspiring or manipulative? 

Poster to be presented at the 96th Annual Midwestern Psychological Association Conference, Chicago, 

IL. 

141. Williams, K., Efthemiou, A., & Taku, K. (2024, 4 月). Shades of responsibility: Dichotomous 

thinking’s role in negative life events. Poster to be presented at the 96th Annual Midwestern 

Psychological Association Conference, Chicago, IL. 

142. Clark, W., Hicks, P., Brosch, N., & Taku, K. (2025, 4 月). “Lord forgive me…”: Role of 

religiosity in non-religious confessions. Poster to be presented at the 97th Annual Midwestern 

Psychological Association Conference, Chicago, IL. 

143. Hart, S., Morris, M., Elam, T., & Taku, K. (2025, 4 月). Moral mirrors: Impact of moral self-

image on moral perceptions. Poster to be presented at the 97th Annual Midwestern Psychological 

Association Conference, Chicago, IL. 

144. Hicks, P., & Taku, K. (2025, 4 月). “Thanks for trauma dumping.” Validation of the trauma 

dumping scale. Talk to be given at the 97th Annual Midwestern Psychological Association Conference, 

Chicago, IL. 

145. Madison, J., Elam, T., & Taku, K. (2025, 4 月). In the eyes of the beholder: How personality 

influences moral perceptions. Talk to be given at the 97th Annual Midwestern Psychological Association 

Conference, Chicago, IL. 

146. Morris, M., Hart, S., Elam, T., & Taku, K. (2025, 4 月). Shifting perceptions: How empathy 

and mindfulness shape moral impressions. Poster to be presented at the 97th Annual Midwestern 

Psychological Association Conference, Chicago, IL. 

147. Morris, M., Taku, K., Suzuki, Y., & Sakamoto, S. (2025, 4 月). Left out: Privileged self and 

belonging in collectivistic cultures. Talk to be given at the 97th Annual Midwestern Psychological 

Association Conference, Chicago, IL. 

148. Reyes, G., Hicks, P., Taku, K., Romzek, K. (2025, 4 月 ). “I shouldn’t have said that”: 

Neuroticism and self-disclosure expectancies. Poster to be presented at the 97th Annual Midwestern 

Psychological Association Conference, Chicago, IL. 

149. Romzek, K., Reyes, G., Hicks, P., & Taku, K. (2025, 4 月). Intimacy and attachment styles’ 

role in self-disclosure motivation. Poster to be presented at the 97th Annual Midwestern Psychological 

Association Conference, Chicago, IL. 

150. Hart, S., & Taku, K. (2025, 5 月). “Attention, please!” How self-talk can help people with 

ADHD self-regulate. Virtual slide presentation made at the Annual Student Research Symposium of 

Association for Behavioral and Cognitive Therapies (ABCT), online.  

151. Romzek, K., & Taku, K. (2025, 5 月). “Enough about you, let’s talk about me”: A systematic 

review on the indirect social consequences of grief. Virtual slide presentation made at the Annual 

Student Research Symposium of Association for Behavioral and Cognitive Therapies (ABCT), online.  

152. Kitada, T., Seino, J., Ohuchi, H., Ando, K., Watanabe, K., Taku, K., & Ogata, M. (2025, 5 月). 

Generational comparison of posttraumatic growth following severe sports injuries: A study of women’s 

football players. Poster presented at the World Physiotherapy Congress 2025, Tokyo, Japan.  

153. Hart, S., Romzek, K., & Taku, K. (2026, 2 月). Reframing using self-talk: Boosting self-

confidence in elementary students. Poster presented in person at the annual meeting of National 

Association of School Psychology (NASP), Chicago, IL.  

154. Tagaki-Morris, M., Suzuki, Y., Sakamoto, S., & Taku, K. (2026, 2 月). Exploring suicide risk 

in new-type depression: The roles of interpersonal sensitivity, privileged self, and cultural orientation. 

Oral presentation made at the annual convention of the Society of Personality and Social Psychology 
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(SPSP), Chicago, IL. 

155. Hart, S., Samaniego Ramos, A. P., Taku, K. (2026, 3 月 ). Coping across borders: How 

acculturative stress and emotion regulation interact across immigrant populations. Oral presentation 

virtually given at the Michigan Academy of Science, Arts, & Letters Hybrid Conference, MI. 

156. Cole-Salem, C., Reyes, G., Hicks, P., & Taku, K. (2026, 8 月). Students’ decision-making in 

therapy for mental health treatment. Poster to be presented in person at the annual convention of the 

American Psychological Association (APA), Division 29, Psychotherapy, Washington, DC. 

157. Elam, T., & Taku, K. (2026, 8 月). Believe it when I see it: Observing tipping points in moral 

behavior change. Poster to be presented in person at the annual convention of the American 

Psychological Association (APA), Division 8 SPSP, Washington, DC. 

158. Elam, T., Tagaki-Morris, M., & Taku, K. (2026, 8 月). Roles of resilience and posttraumatic 

growth in sensitivity and privilege. Oral presentation to be made in person as a part of a symposium, 

“Too sensitive or self-focused? Student mental health across contexts”, led by Marina Tagaki-Morris 

and Taylor Elam, at the annual convention of the American Psychological Association (APA), Division 

12. Clinical Psychology, Washington, DC.  

159. Hart, S., Samaniego Ramos, A. P., & Taku, K. (2026, 8 月). Thoughts in motion: Effects of self-

talk on artistic gymnastics performance. Poster to be presented in person at the annual convention of the 

American Psychological Association (APA), Division 47 Sport, Washington, DC. 

160. Hicks, P., Reyes, G., Romzek, K., & Taku, K. (2026, 8 月). Talking to AI about grief: Social 

judgments of griefbot use. Poster to be presented in person at the annual convention of the American 

Psychological Association (APA), Division 1, Washington, DC. 

161. Hicks, P., Vlad T., Porter, L., & Taku, K. (2026, 8 月). Revisiting social penetration theory: 

Self-disclosure topic changes. Poster to be presented in person at the annual convention of the American 

Psychological Association (APA), Division 8 SPSP, Washington, DC. 

162. Samaniego Ramos, A. P., Hart, S., & Taku, K. (2026, 8 月). When parents’ worth is on the bar: 

Child anxiety in youth gymnastics. Poster to be presented in person at the annual convention of the 

American Psychological Association (APA), Division 47 Sport, Washington, DC. 

163. Samaniego Ramos, A. P., Hicks, P., & Taku, K. (2026, 8 月). Witnessing academic cheating: 

How guilt sources influence intent to confess. Poster to be presented in person at the annual convention 

of the American Psychological Association (APA), Division 15 Educational, Washington, DC. 

164. Reyes, G., Hicks, P., & Taku, K. (2026, 8 月). Coming to consensus? Examining valence in 

posttraumatic growth and depreciation. Poster to be presented in person at the annual convention of the 

American Psychological Association (APA), Division 29, Psychotherapy, Washington, DC. 

165. Romzek, K., Hicks, P., & Taku, K. (2026, 8 月). “I’d like some space”: The influence of 

depression severity on the social distancing attitudes of observers. Poster to be presented in person at 

the annual convention of the American Psychological Association (APA), Division 9, SPSSI, 

Washington, DC. 

166. Romzek, K., Reyes, G., Hicks, P., & Taku, K. (2026, 8 月). “Be right back”: Acceptance of AI 

and griefbots as treatment for grief. Poster to be presented in person at the annual convention of the 

American Psychological Association (APA), Division 1, Washington, DC. 

167. Tagaki-Morris, M. Elam, T., Sakamoto, S., & Taku, K. (2026, 8 月). Vulnerability traits of new-

type depression across time and place. Oral presentation to be made in person as a part of a symposium, 

“Too sensitive or self-focused? Student mental health across contexts”, led by Marina Tagaki-Morris 

and Taylor Elam, at the annual convention of the American Psychological Association (APA), Division 

12. Clinical Psychology, Washington, DC.  

168. Tagaki-Morris, M., Taku, Sakamoto, S., & Taku, K. (2026, 8 月). From social withdrawal to 

ostracism: Differences in how we appraise social withdrawal in the U.S. and Japan. Poster to be 

presented in person at the annual convention of the American Psychological Association (APA), 

Division 52, Global Psychology, Washington, DC. 

169. Taku, K. (2026, 8 月). Resiliency, posttraumatic growth and posttraumatic depreciation. To be 

virtually presented as a part of the PTG symposium (led by Dr. Ansuk Jeong) at the annual convention 
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of the Korean Psychological Association (KPA).  

 

 

 

＜日本国内学会発表論文：シンポジウム及び招待講演＞ 
 

1. 宅香菜子 2009 「トラウマを起因としたポジティブ及びネガティブな体験はいかに説明される

か」 シンポジウム（飛鳥井望・宅香菜子座長）「Posttraumatic Growth 研究の臨床的意義と今後

の発展に向けて」日本トラウマティック・ストレス学会第 8 回大会発表論文集, 78. 

2. 宅香菜子 2014 「Posttraumatic Growth とバーンアウトの関連について」 シンポジウム（宅香

菜子・西大輔座長）「Posttraumatic Growth 研究の現在と今後の展望そして臨床への示唆」日本ト

ラウマティック・ストレス学会第 13 回大会発表論文, 52. 

3. 宅香菜子 2014 「トラウマから成長するということ：Posttraumatic growth の観点から」パネル

ディスカッション（齊藤誠一企画・司会）「大災害に対して心理学はこれまで何をしてきたの

か？これから何をすべきなのか？」日本教育心理学会第 56 回総会発表論文 

4. 宅香菜子 2016 「心的外傷後成長(PTG)の観点から」 シンポジウム（廣常秀人・伊藤正哉座

長）「トラウマへの心理療法：各技法，各派を越えて治癒に至る共通因子を探る」日本トラウマ

ティック・ストレス学会第 15 回大会発表, 43． 

5. 宅香菜子 2021 子ども支援はなにを目指すのかーPTG（Posttraumatic Growth）の観点から シ

リーズ災害と子ども支援第 3 回 NPO 法人日本教育再興連盟(ROJE)・カタリバ 

6. 宅香菜子 2021 Posttraumatic growth (PTG:心的外傷後成長)研究は児童青年精神医学にどう貢献

できるか 第 62 回日本児童青年精神医学会総会 教育講演 8 （オンライン・オンデマンド). 

7. 宅香菜子 2021 コロナ禍と心の成長―PTG 研究から考える 講演 北海道・オンライン 

8. 宅香菜子 2022 英語論文の執筆指導のコツ＆英語論文の執筆を学ぶコツ 国際交流委員会シン

ポジウム「英語論文への向き合い方」（高坂康雅―司会） 

9. 宅香菜子 2023 看護領域における研究の進め方 東京医科歯科大学保健衛生学研究科未来創成

ナーシングリサーチセンター（NIReC）日本公衆衛生学会、日本医療・病院管理学会後援 

10. 宅香菜子 2023 PTG とこころの変容 東京医科歯科大学保健衛生学研究科未来創成ナーシング

リサーチセンター（NIReC） 

 

 

＜日本国内学会発表論文：ポスター発表及び口頭発表＞ 
 

1. 宅香菜子 1996 中学生・高校生の心的問題の顕在化に関する一考察：衝動的行動傾向と irritability

の側面から 日本教育心理学会第 38 回総会発表論文集, 229. 

2. 齋藤誠一・佐藤眞子・吉田圭吾・柳原利佳子・神藤貴昭・野上奈生・松田信樹・山口昌澄・住友育

世・舛井律子・宅香菜子 1996 阪神淡路大震災の心理的影響に関する研究(1) 日本教育心理学

会第 38 回総会発表論文集, 525. 

3. 佐藤眞子・齋藤誠一・吉田圭吾・柳原利佳子・神藤貴昭・野上奈生・松田信樹・山口昌澄・住友育

世・舛井律子・宅香菜子 1996 阪神淡路大震災の心理的影響に関する研究(2) 日本教育心理学

会第 38 回総会発表論文集, 526. 

4. 宅香菜子・濱口佳和 1997 ストレス対処方略とクラス替えに対する認知の関連 日本心理学会

第 61 回大会発表論文集, 362.  

5. 宅香菜子 1998 認知されたストレス対処方略の時間的安定性 日本心理学会第 62 回大会発表

論文集,409. 

6. 三藤祥子・望月文明・宅香菜子・中澤潤 1998 いじめについての小・中学生の意識Ⅰ −いじめ

の許容度の因子構造− 日本教育心理学会第 40 回総会発表論文集,102. 

7. 濱口佳和・笠井孝久・宅香菜子・望月文明 1998 いじめについての小・中学生の意識Ⅱ−いじめ

の許容度といじめ場面における対処との関連− 日本教育心理学会第 40 回総会発表論文集,103. 

8. 宅香菜子 1999 ストレス対処方略が充実感・無力感に及ぼす影響 日本健康心理学会第 12 回大
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